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科学研究費補助金（学術研究助成基金助成金）が
交付された研究を紹介します。 研究

レポート

本
研
究
は
、
前
回
の
科
学
研
究
費
補
助
金

交
付
研
究
「
祭
礼
に
お
け
る
『
暴
力
』
の
発

生
と
解
決
の
民
俗
学
的
研
究
」（
平
成
23
〜

26
年
度
、
基
盤
研
究
Ｃ
）
を
引
き
継
ぐ
も
の

で
あ
る
。
前
回
は
、
祭
礼
の
場
で
起
き
る
事

故
や
暴
力
が
、
謝
罪
、
補
償
、
参
加
禁
止
、

関
係
者
の
処
罰
な
ど
、
地
元
の
仲
裁
で
解
決

で
き
る
と
は
限
ら
ず
、
警
察
の
規
制
や
条
例

が
制
定
さ
れ
た
経
緯
を
示
し
た
。そ
の
一
方
、

山
車
を
ぶ
つ
け
合
う
祭
礼
に
は
、
ル
ー
ル
を

作
っ
て
危
険
を
回
避
す
る
と
い
う「
競
技
化
」

す
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
祭
礼
の
競
技
化
を
テ
ー

マ
に
調
査
研
究
を
行
う
。
メ
ン
バ
ー
に
は
、

研
究
代
表
者
・
阿
南
の
ほ
か
、
連
携
研
究
者

と
し
て
内
田
忠
賢
（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）、

谷
部
真
吾
（
慶
應
義
塾
大
学
講
師
）
中
里
亮

平
（
長
野
大
学
講
師
）
が
参
加
す
る
。
具
体

的
に
は
、
山
車
の｢

喧
嘩｣

で
知
ら
れ
る
、

富
山
県
高
岡
市
伏
木
の
「
伏
木
け
ん
か
山
」、

南
砺
市
福
野
の
「
福
野
夜
高
祭
」、
砺
波
市

の
「
と
な
み
夜
高
ま
つ
り
」、
兵
庫
県
尼
崎

市
の
「
築
地
だ
ん
じ
り
祭
り
」
な
ど
を
調
査

す
る
。
こ
れ
ら
の
祭
礼
は
、
古
く
は
衝
突
が

頻
繁
に
起
き
、
事
故
も
多
か
っ
た
。
し
か
し

高
度
成
長
期
以
後
は
一
定
の
ル
ー
ル
内
で
ぶ

つ
け
合
う
道
を
歩
ん
だ
。
今
回
は
そ
の
変
化

を
、
相
互
の
影
響
や
周
辺
へ
の
波
及
効
果
を

含
め
て
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
秋

田
県
仙
北
市
角
館
の
「
角
館
の
祭
り
」
は
、

山
車
が
時
間
と
場
所
を
選
ば
ず
ぶ
つ
か
る
伝

統
が
残
り
、
管
理
に
抵
抗
を
続
け
る
一
方
、

観
光
用
の
様
式
化
し
た
「
観
光
ぶ
っ
つ
け
」

を
別
に
実
施
し
、
行
政
の
要
望
に
応
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
競
技
化
を
拒
否
し
た
祭
礼

の
実
態
も
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
別
の
理
由
か
ら
競
技
化
し
た
祭
礼

群
が
あ
る
。
高
知
の
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」、

札
幌
の「Y

O
SA
K
O
I

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
」、「
青

森
ね
ぶ
た
祭
」
の
よ
う
に
、
踊
り
や
音
楽
、

ね
ぶ
た
本
体
の
出
来
映
え
な
ど
を
審
査
員
が

採
点
し
、
得
点
の
数
値
で
優
劣
を
競
う
、
い

わ
ば
採
点
競
技
と
化
し
た
祭
礼
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
参
加
集
団
間
の
競
争
が
加
熱
し
た
際

に
、
参
加
者
に
優
劣
を
納
得
さ
せ
る
手
段
と

し
て
、
採
点
の
仕
組
み
が
確
立
し
た
。
こ
れ

は
参
加
者
の
意
欲
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、

観
客
に
と
っ
て
、
見
物
す
べ
き
「
見
所
」
が

明
確
に
な
る
利
点
が
あ
り
、
観
光
と
の
親
和

性
も
高
い
。
さ
ら
に
、
地
域
を
二
分
し
て
大

掛
か
り
に
行
う
綱
引
は
、
儀
礼
と
同
時
に
競

技
の
側
面
も
あ
る
。
そ
こ
で
各
地
の
綱
引
の

競
技
面
の
実
態
も
調
査
す
る
。

こ
う
し
た
調
査
の
の
ち
、
祭
礼
の
比
較
と

総
合
的
な
考
察
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

暴
力
に
よ
る
優
劣
よ
り
採
点
や
競
技
に
よ
る

優
劣
へ
と
参
加
者
の
嗜
好
が
変
化
し
、「
安

全
」「
数
値
化
」
と
い
う
日
常
の
論
理
が
「
非

日
常
」
の
祭
礼
に
浸
透
し
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
こ
の
こ
と
は
民
俗
学
の
基
本
概
念

の
再
検
討
を
迫
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
祭
礼

研
究
と
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
研
究
と
の
連
携
を

も
た
ら
し
、
新
た
な
研
究
領
域
を
開
拓
す
る

こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

都
市
祭
礼
に
お
け
る

｢

競
技
化
」の
民
俗
学
的
研
究

（
平
成
27
年
度
学
術
研
究
助
成
基
金
助
成
金

基
盤
研
究
（
C
）に
採
択
）
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青森ねぶた

「となみ夜高まつり」
行燈が激突しているところ


